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ご挨拶 

 

厳しい暑さが続きますが、会員のみなさまにおかれましては、いかがお過ご

しでしょうか。2017 年度第２回目の支部会を下記のとおり開催する運びとなり

ましたので，ご案内申し上げます。 

今回は，ご発表者に竹田宗継会員と井上嘉隆会員をお迎えし、同志社大学今

出川キャンパスにて開催いたします。どうぞ奮ってご参加ください。秋待つ京

都にて，みなさまとお目にかかれますことを、心待ちにしております。 

 

国際ビジネスコミュニケーション学会 関西支部長 岡本真由美  

 

 

 

 

2017年度第 2回関西支部例会のご案内 
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記 

 

日時：2017 年 9 月 16 日（土）14：30 ～ 17：00 

 

会場：同志社大学 今出川キャンパス 扶桑館 403 号室 

（後段のキャンパスマップをご参照ください。）  

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/imadegawa/imadegawa.html 

 

スケジュール： 

14：30 開会 支部長挨拶  

14：40 ～ 15：40 研究発表  (p.3 参照) 

「グローバル企業が社外“グローバル人財”を活用する事例研究」 

井上嘉隆（デロイト トーマツ コンサルティング合同会社） 

15：40 ～ 16：00 休憩 

16：00 ～ 17：00 研究発表（p.4 参照）  

「多民族国家シンガポールにおける『異文化ビジネス・コミュニケーション 

研究』フィールドスタディの試み」 

竹田宗継（同志社大学グローバル・コミュニケーション学部） 

17：00 閉会  

支部会終了後、懇親会を開催いたします。 

場所：寒梅館アマーク・ド・パラディ 同志社大学寒梅館 1F  TEL:075-251-0880  

会費： 4,000 円程度 

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/imadegawa/imadegawa.html
tel:075-251-0880
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グローバル企業が社外“グローバル人財”を活用する事例研究 

井上嘉隆 

（デロイト トーマツ コンサルティング合同会社） 

 

本発表では、「グローバル人財」を求められるコンサルティング会社において、

プロジェクト事例のタイプを分類し、どのようなケースに備えて「グローバル

人財」を定義し育成を行っているかを報告する。 

 

今、日本の製造業企業の多くで海外売上高比率が高まり、50%を超える企業も

少なくない。各社は、日本企業の現地法人や外資系企業との個別取引を行う「イ

ンターナショナル」化から、地球全体を俯瞰して販売・製造・商品開発・事業

企画・本社運営を行う「グローバル化」対応することを余儀なくされている。 

 

「インターナショナル」の世界では、英語力（または現地語力）の高い一握り

の人財がいれば事業成長が可能であったが、「グローバル」の世界では、勤務場

所によらず、あらゆる場面で日本語以外を母国語とする人と、会話・交渉・説

得を行う必要性が出てきている。あるいはこれを避け続けていることが、気づ

かぬうちに事業成長の阻害要因となっていることも多い。 

 

この変化に対し、各社が「グローバル人財」を定義して育成に取り組んできて

いるが、内部人財の育成や中途人財の獲得に加えて、コンサルティング会社と

契約し、社外の「グローバル人財」を活用するケースも少なくない。 

本発表が、「グローバル人財」輩出のハードルを低くし、より実践的な人財育成

の取り組みに寄与できれば幸いである。 

 

 

発表要旨 
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多民族国家シンガポールにおける「異文化ビジネス・ 

コミュニケーション研究」フィールドスタディの試み 

竹田宗継 

（同志社大学グローバル・コミュニケーション学部） 

 

 

シンガポールは、歴史的・地政学的背景から多民族の共存と英語＋母語の習熟

を求める二言語政策、さらには経済開発を最優先とした投資誘致や様々な先進

的な施策を進めてきた。そのようなビジネス環境の下、多くのグローバル企業

がアジアビジネスの戦略拠点をシンガポールに設置し同国の発展に大きく寄与

してきた。 

報告者は、このような異文化融和と英語をビジネスの公用語として今日の繁栄

を築いてきたシンガポールは、担当ゼミのテーマである「異文化ビジネス・コ

ミュニケーション」の成功要因について研究する最も相応しい場所と考え、過

去 5 年間に亘って学生のフィールドスタディ（現地学習）を実施してきた。主

な活動内容は、現地の日系企業訪問や大学生との交流を通して研究テーマに関

連したヒアリングや調査を行うことであるが、本報告では、それらシンガポー

ルにおけるフィールドスタディの活動内容と教育的効果について検証を試みる。 
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＝ 同志社大学今出川キャンパスへのアクセス ＝ 

 

 
 

 

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/access/imadegawa.html 

 

  

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/access/imadegawa.html
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＝ 今出川キャンパスマップ ＝ 

 
 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 関西大学商学部 岡本研究室内 

国際ビジネスコミュニケーション学会 関西支部事務局 濱崎佳子・山田正義  

Tel. 06-6368-1121   E-mail: jbca.kansai@gmail.com 

 


